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モバイル通信網におけるユーザ効用を考慮した帯域制御手法
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1 はじめに
近年，スマートフォンなどのモバイルノードが普及し

たことで，モバイル通信におけるトラヒックが爆発的
に増加している．そこで，トラヒックを考慮したモバイ
ルノードの通信制御が必要である．そこで，コアネット
ワークと基地局の間で帯域制御を行うと仮定し，通信量
や負荷といった動的な状態に応じた帯域制御を行う場合
について考える．
本研究では，帯域制御を実行した場合の移動通信ネッ

トワーク全体におけるユーザ効用を検証し，LTE (Long

Term Evolution)ネットワークにおける，トラヒック量
を考慮した帯域制御手法を検証する．

2 モバイル通信網のQoS制御
現在のモバイルノードは 3G回線や無線 LAN等の複

数の無線通信方式を利用している．移動通信網におけ
る LTEは IPベースのネットワークであり，通信品質を
保つためのQoS (Quality of Service)制御が行われてい
る．現在の LTEでは標準化された定義に基づいた優先
制御が行われているが，現状の制御では動画・音声サー
ビスに優先して帯域が割り当てられている．

3 研究概要
現状の移動通信網における QoS制御は標準化された

定義で優先制御が行われ，コアネットワークで制御され
ている．しかし現状の優先制御では動画・音声といった
トラヒックが優先され，他の通信を行うユーザへの割当
帯域が不足する可能性がある．本研究では，ネットワー
ク全体としてのユーザ効用を保持できるような制御を
目的とする．そこで，コアネットワークと基地局間で，
モバイル通信網におけるアプリケーション利用率を考
慮した帯域制御を実行し，検証する．そして，非帯域制
御時や動画トラヒックを優先した優先制御時と比較し，
ネットワーク全体のユーザ効用について検証する．
帯域制御時は分類したトラヒックの種類に応じて帯

域を割り当てる．帯域制御モデルは，動画アプリケー
ションにおけるユーザ効用を保持できる程度に，動画ト
ラヒックへ帯域を割り当てるものとする．ユーザ効用の
算出には各トラヒックごとのスループットを用いる．ま
た，動画閲覧時のユーザ効用は人間の視覚特性に基づく
ため，対数関数を用いてユーザ効用を算出する [2]．

4 シミュレーション
移動通信ネットワークにおける通信を LTE回線のみ

と限定する．ネットワーク上の各ノード (ユーザ)の通
信する台数を変化させ，ネットワークが混雑していない
状態と混雑している状態を表す．
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シスコシステムズ社のモバイルトラヒックデータ [1]

を基に，音声，Web，動画トラヒックをネットワーク上
に発生させる．また，帯域制御を行う場合，各トラヒッ
クに与える帯域割当はWebに 10%，音声に 30%，動画
に 60%とした．
動画トラヒックを発生させるノード数を 8台から 36

台まで変動させ，シミュレーションした結果を図 1に示
す．動画トラヒックを優先制御した場合が最もユーザ効
用は高いが，帯域制御を掛けた場合は，混雑時でも約半
分のユーザ効用を保持できている．

5 まとめ
本研究では移動通信ネットワークの帯域制御を行い，

優先制御とトラヒック量を考慮した帯域制御それぞれが
ユーザ効用に与える影響を比較した．結果として，トラ
ヒック量を考慮した帯域制御では，混雑時でも約半分の
ユーザ効用を保持することができることを確認した．
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